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二
学
年
対
象
高
大
連
携 

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク 

九
月
八
日
（
木
）
か
ら
十
一

日
（
日
）
に
か
け
て
、
立
教
大

学
様
と
連
携
し
た
高
大
連
携

事
業
が
行
わ
れ
、
二
学
年
普
通

科
の
文
系
Ｂ
コ
ー
ス
（
大
学
・

短
大
・
へ
の
進
学
を
希
望
す
る

コ
ー
ス
）
と
理
系
コ
ー
ス
の
生

徒
が
探
究
活
動
に
取
り
組
み
、

十
一
日
に
は
こ
れ
ま
で
の
探

究
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。 

 

九
日
（
金
）
は
、
人
文
・
教

育
分
野
の
三
チ
ー
ム
、
医
療
分

野
の
二
チ
ー
ム
、
福
祉
・
保
育

分
野
の
一
チ
ー
ム
、
科
学
・
技

術
分
野
の
一
チ
ー
ム
の
計
七

チ
ー
ム
に
分
か
れ
た
生
徒
と

立
教
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん

が
、
市
内
及
び
大
船
渡
市
で
フ

ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
地

域
の
皆
様
か
ら
現
状
に
つ
い

て
の
聞
き
取
り
を
行
う
と
と

も
に
様
々
な
助
言
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
街
づ
く
り
や
地
域

の
課
題
解
決
に
つ
い
て
探
究

し
ま
し
た
。 

こ
の
高
大
連
携
事
業
は
、
本

校
の
総
合
的
な
探
究
の
時
間

を
中
心
と
し
た
探
究
活
動
で

あ
る
Ｔ×

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｊ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
（
タ
ク
シ
ョ

ン
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
と
、
立

教
大
学
文
学
部
教
育
学
科
の

科
目
で
あ
る
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ
ィ

ー
ル
ド
ワ
ー
ク
」
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。 

な
お
、
本
校
と
立
教
大
学
様

と
の
連
携
は
、
陸
前
高
田
市
様 

              

と
同
大
と
の
連
携
交
流
協
定

を
基
盤
と
し
な
が
ら
、
本
校
生

徒
と
立
教
大
学
の
学
生
さ
ん

が
と
も
に
地
域
課
題
に
つ
い

て
考
え
る
学
習
活
動
を
展
開

す
る
と
い
う
形
で
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。 

二
学
年
対
象
高
大
連
携 

Ｔ×

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｇ
Ｅ 十

一
日
（
日
）、
こ
れ
ま
で 

              

進
め
て
き
た
探
究
活
動
の
成

果
を
発
表
す
る
た
め
に
発
表

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
初

は
、
こ
の
日
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
班
と
ポ
ス
タ
ー
発
表

班
の
発
表
が
行
わ
れ
る
予
定

で
し
た
が
、
十
一
日
に
プ
レ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
班
、
十
三
日
（
火
）

に
ポ
ス
タ
ー
発
表
班
と
、
二
日

間
に
分
け
て
の
発
表
に
な
り

ま
し
た
。 

な
お
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
班
の
発
表
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に

よ
り
校
外
に
も
配
信
さ
れ
ま

し
た
。 

陸
前
高
田
市
立
横
田
小
学

校
の
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
の
水
産
加
工
品
製
造
体

験
教
室 

十
三
日
（
火
）
の
午
前
中
、

横
田
小
学
校
の
三
年
生
と
引

率
の
先
生
方
を
本
校
に
お
迎

え
し
て
、
水
産
加
工
品
製
造
体

験
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

横
田
小
学
校
の
皆
さ
ん
は
、 

第
二
回
復
興
防
災
減
災 

教
育
教
育
講
演
会 

十
三
日
（
火
）
の
六
校
時
、

ガ
ー
ナ
共
和
国
の
コ
フ
ォ
リ

ド
ゥ
ア
工
科
大
学
講
師
フ
ァ

イ
ゼ
ル
・
ア
リ
ー
様
と
、
立
教

大
学
日
本
学
術
振
興
会
外
国

人
特
別
研
究
員
の
、
カ
イ
ル
・

シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ス
様
を
講
師

と
し
て
、
復
興
防
災
減
災
教
育

講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
会
は
、
陸
前
高
田
グ
ロ

ー
バ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
と
結
ん

で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

環
境
倫
理
や
環
境
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
専
門
と
す
る
フ
ァ

イ
ゼ
ル
様
は
、
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
廃
棄
問
題
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
さ
れ
ま
し
た
。
環
境
倫
理
学

や
日
本
の
哲
学
者
で
あ
る
和 

              

か
ま
ぼ
こ
作
り
体
験
の
他
、
ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
体
験
や
、
操
船
シ

ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
体
験
を
通
し

て
、
水
産
業
へ
の
興
味
関
心
を

高
め
て
い
ま
し
た
。 

辻
哲
郎
氏
に
つ
い
て
造
詣
が

深
い
カ
イ
ル
様
は
、
自
然
と
人

間
と
の
関
係
性
に
言
及
し
な

が
ら
環
境
保
護
の
重
要
性
に

つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
会
は
、
英
語
で
話
さ
れ

た
講
師
の
方
々
の
言
葉
を
生

徒
が
日
本
語
に
通
訳
し
な
が

ら
行
わ
れ
ま
し
た
。 

受
講
し
た
生
徒
達
は
、
人
と

自
然
が
共
生
す
る
社
会
の
実

現
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
ま

し
た
。 

          
 

   
 

              

 

 

 

令和４年度第 20号 

八重の汐

noteにおける本校のページ

にアクセスするＱＲコード 

本校の公式ホームページに

アクセスするＱＲコード 

プレゼンテーション班の発表会場
では、質疑応答も行われました 

 

 プレゼンテーション班の発表 フィールドワークの様子 

 
かまぼこ作り 

復興防災減災教育講
演会は生徒が通訳し
ながら行われました 


